













































































































































































別にして多くの国立大学で実施されるようになり、冒頭に挙げた I1 Jおよび I2 Jにつ
いては、ほぼ着実な方向となり、 I3 Jについては数量として充分ではないにしても各大学
とも実行されつつある。今後は r4 Jをどのように展開するかが課題で、各大学がそれぞ
れに特色と独自性を発揮しながら実施していくことが肝要である。
(もり・あかね 前図書館情報大学事務局長・元筑波大学図書館部長)
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